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1．はじめに
　園内研修の重要性が保育所保育指針において強く打ち出
され、各保育所・幼稚園においても研修に取り組む必要性
が出てきている。しかしながら、忙しい職務の合間を縫っ
ての研修は教師の精神的な負担となり、内容は義務化して
いると言わざるを得ない。
　今回、本研究において、ある幼稚園の『安全教育』研修
を通して、園内研修への取り組みによる、教師の保育に向
かう姿勢の変化について論じる。
　
2．園内研修における問題点
　園内研修の特徴は、一緒に仕事をしている教師がその仕
事場で研修の内容を共有できることにある。園内研修のテ
ーマはその園で問題となっているテーマであったり、課題
であったり目標であり、目の前の子どもやクラスを互いに
イメージしながら直接、具体的に学習することができる。
そして園内研修で共に学んだことは、その園の共通理解と
なって、明日の保育に活かされていくことになるのである。
　幼稚園や保育所外に出かけての研修は、市の教育委員会
やいろいろな団体が企画・開催する研修が行われ、保育時
間外に研修先に行って、学んでくることになる。教材研究
や明日から使える手遊び歌遊びなど、新しいアイデアを仕
入れてくることができるが、実際には自分のクラスの保育
にそのまま反映することは難しいことがある。また、園に
持ち帰ったアイデアを教師間で共有するために、うまく他
の教師達に伝えることが難しい。もっと言えば、園で話し
合う時間が持てない。そこで、結局個人の研修に終わって
しまい、園全体に広がらない。この問題は、園内研修にお
いても、外部講師による講演を聴くという受け身な研修で
は自分自身の保育に生かすことは難しい。
　その様なポイントを考慮して、秋田は以下のポイントを
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満たすことのできる参加型園内研修の提案をしている1）。
　①　園外研修の学びを共有する場にする。
　②　チームワーク構築の場にする。
　③　学び合いの場にする。
3．保育の質の向上を図る園内研修の目的
　秋田は保育の質をいうときには以下の3点がある、と述
べている2）。
「構造の質」教育課程によって子どもの経験を幼児期にふ
さわしいものとなるよう計画的に見通しを持って園環境を
構成し、保育の営みを行うこと。
「過程の質」実際の活動において、子どもたち同士、子ど
もと保育者、子どもと環境やものとのやり取りを意味ある
豊かなものにし、環境の構成・再構成をしていくことので
きる保育者の資質を高めること。
「成果の質」子どもの育ちや実践の過程を振り返り、より
良いものにしていくために評価と探求の営みのこと。
　これら3点を園全体で組織として保障していくことが教
師の資質向上につながる。毎日のルーティーンで保育を行
って、行事中心に年間計画が動いていくような日常を見直
す機会として、園内研修は教師にとって良い刺激となるの
ではないだろうか。
4．園内研修の工夫と手立て
①関与意識を高める
　教師一人ひとりが指導計画を書いたり、保育実践したり、
報告するという形で何らかの具体的作業が求められる研修
が有効である。さらに、そうすることで、それぞれが研修
の内容や成果を実感できることが大切である。
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②反省会の多様化
　発言方法を個人、学年毎、園全体と様々な場面を設ける。
また、ビデオをとって視覚化したり、写真を用いて場面観
察からの意見をまとめたり、意見を図式化したり、ボード
に書き出してカテゴライズしてみるなど、工夫する。
③意見の共有化
　人の意見を聞き、再考察しながら、園全体として意見を
集約していく。そのファシリテーターとして、外部講師や
園長、主任が行う司会の役割は大きい。
　さらに留意点として、風通し良く、誰もが自由に自分の
意見を発言できる雰囲気の場にすることが必要である。
④意見の多様性の確保
　他人のいろいろなアイデアや意見を聞き、違う視点から
自分の保育を見ることによって、それぞれの技量や資質に
合った保育のあり方を考える機会となる。
　保育における答えは一つではないことが多い。他者の意
見を受け入れたり、話し合ったりすることで、自分の保育
をいろいろな次元から見直し、個々の保育の資質を補完し
ながら質の向上を図るのである。
5．Ｍ幼稚園における園内研修の取り組み
（1）園内研修実施幼稚園について
　香川県丸亀市のＭ幼稚園は、平成23年度に香川県私立
幼稚園協会において研究発表することになり、平成22年、
23年に『安全教育』をテーマに園全体で保育の見直しを
図った。
　Ｍ幼稚園は香川県丸亀駅から南にある住宅街に位置す
る。国道・県道よりやや奥まっているため、園の周囲は田
園や公園があり、緑豊かな環境の中で、223名（平成23年
5月1日現在）の子どもたちは四季折々の自然と触れ合い、
元気よく生活している。園庭は広く、三輪車で走り回った
り、サッカーやドッチボールなどの球技や縄跳びをしたり、
走り回って遊ぶ姿が見られる。園舎は2階建てであるため、
園内で廊下を走ったり、階段を駆け上ったりなど危ない場
面もあった。
　Ｍ幼稚園において、筆者は年3回6月8月2月に園内研修
指導を実施している。
　今までの研修内容は『指導計画と保育実践』『子ども理
解と保育者の言葉かけ』『環境構成の工夫』『教師間の同僚
性』などである。担任は指導計画案を立案し、保育実践を
行う。保育実践はビデオに撮り、午後から反省会を行い、
保育を振り返る。という研修を10年間続けている。
　
（2）平成22年度の取り組み
　M 幼稚園では、幼児の安全を守る保育と環境構成を目
指して、さまざまな取り組みを行ってきた。
　安全教育はたくさんの分野があるが、職員会議において
特定の内容を取り上げるのではなく、園生活全体で取り組
むという方向で共通認識をもった。
　園内においては、危険箇所の発見やヒヤリ・ハットの作
成を通して、職員間で危険な場所だけでなく、子ども同士
がトラブルになりやすい場面についても、共通認識をもつ
ようにした。また園外保育時には、同じ道程を何度も通り、
子どもたちが、どこが危険な箇所なのか、そこではどのよ
うにすればよいのかを考えながら歩いた。その結果を絵に
まとめたり、それをカルタ遊びに発展させたりなど、保育
内容の中にも安全教育を取り入れてきた。
　まず年間計画をはじめとした教育課程を見直し、教師だ
けでなく、市役所の職員や園の管轄区交番に勤務する警察
官の協力を得た交通安全教室、保護者対象の安全講話を設
けて、園児にかかわる多くの人と一緒に交通安全教育に取
り組んできた。
　その上で、今現在の子どもたちの様子から、取り組みた
いと思う事項として、「交通安全」「ヒヤリ・ハットを用い
た園内環境や保育の見直し」が重点項目としてあげられた。
ヒヤリ・ハットを受けての対応
Ａ：施設・環境の整備
　　・歩く位置に印をつける。 
　　・プールサイドにマットを敷く。 
　　・砂場をサークルで囲む 
　　・いすや机の修繕 
　　・鍵や段差の修理 
　　・遊具、玩具の点検と修理 
　　　　　　　　　　　　 
Ｂ：安全教育で防げる可能性のあるもの 
①してはいけないことを約束した。 
　　・室内では走らない。 
　　・保育室で戦いごっこはしない。 
　　・積み木やブロックで遊ぶ位置を決める。 
　　・おもちゃは室外に持ち出さないなど 
②トラブルの仲裁 
　　・両者の言い分を聞いて納得させた。 
　　・教師が仲立ちし、お互いが気持ちを伝え合えるよう
にした。 
　　・トラブルの原因になった玩具をしばらく片付けた。
③園内生活の指導 
　　・玩具や遊具の正しい使い方を教えた。 
　　・友達がブランコをしているところに近づかせないよ
うにした。 
　しかし気をつけて見てみると、ヒヤリ・ハットで掲げら
れた危険と思われる箇所に対しては近づかないように指導
し、「危ないよ！」「～してはいけません！」といった教師
の言動が増えていき、教師間でもこのような対応に対し疑
問の声が上がり始めた。
（3）平成23年度の取り組み
外部講師からのアドバイス
　昨年度出てきた、教師間の問題点を改めて研究していく
指針として、安全教育を専門としている講師に第3者の目
から本園の取り組みを評価していただくとともに、教師の
意識向上を目的とした園内研修を実施した。
松本和美：教師の資質向上を図る園内研修についての一考察
−　 −75
（4）外部講師による園内研修
a. 日時：平成23年5月12日（木）
　9:00～11:30　保育実践（通常保育を見学）
　14:30～18:30　園内研修
b. 講師：兵庫教育大学名誉教授　原田碩三　氏
　　　　『子どもが伸び伸び育つ快の保育とは』
　　　　（保育実践を踏まえて）
　　　　鶴見大学短期大学部教授　松本和美
　　　　『保育実践を安全教育から検討する』  
c. 参加者：園長、副園長、教頭、各クラスの担任教諭10名
d. 園内研修を通して学んだこと　
　研修での学びは、取り組んできた教師たちの安全教育の
考え方を180度転換して、指図・命令・禁止・許可による
安全指導ではなく、子どもたちが自ら気づき、話し合って
課題を解決できるような、教師の関わり方によって自ら危
険に気づき、判断していく子どもを育てる安全保育の充実
を図るというものであった。
　
①何気ない教師の指図・命令・禁止・許可は子どもの
気づきや思考力・判断力 、伝えあい・話し合いの能
力を損なう可能性がある。 
②安全教育をマニュアル化することの危険性 
　安全教育は、物理的環境の整備ではなく人的環境に
ある。
③教師が指示や禁止を連発すると、事故が増加する。
子どもの情緒を安定させ、考える力を育てること　が
安全な生活を送るための秘訣である。 
④子どもの考える力を育てるための教師のあり方と
は？ 
　動き過ぎない、手や口を出しすぎない、誘導上手で
引き下がり上手になること。 
（5）平成23年度の研究課題
　そこで、M 幼稚園では今年度の研修課題として、以下
の2点から取り組んでいくことにした。
①園内研修を通して、「人的環境」としての教師の役
割の重要性を認識し、安全教育に対する意識向上を図
る。
②園内研修で学んだことを保育に取り入れ、その結果、
子どもたちの安全意識がどのように変化してきたのか
を考察する。
（6）研修後の保育への取り組み
『子どもの主体性、自主性を高める安全教育をするために』
実践事例1：ブランコは急に止まれない（4歳児クラス）
　4歳児がキックボー
ドでブランコに乗って
こいでいる子どもの後
ろを通り、ぶつかりそ
うになる。双方が自分
の遊びに夢中で、相手
のことが眼中にないた
め、非常に危険であっ
た。
　以前の教師の対応
　
・ブランコの後ろや前を通ると危険なことを子どもに伝え
る。
・見かけたらその都度、個別対応をする。
　研修後の対応
　担任教師は同じような場面を見かけたので、「そこの道
は通行止めじゃなかった？」と声をかけた。
＊子どもの反応
　担任に「細道やけん通れるよ。」と言い返した子どもに、
他児が「そこはブランコが当たるけん、通ったらいかんよ。」
「ブランコの場所だよ。」と通れると主張する子と危険に気
づく子がいた。
＊教師の対応
　ブランコの後ろを通ったとき、ブランコにぶつかりそう
になったことを伝えると、「ブランコは揺れるから危ない
んで！」「頭に当たったら血が出る」とブランコの危険性
を口々に言い始めた。そこで担任は「じゃあどこ通ったら
いいの？細道はだめ？」と問うと、「ブランコがくるけん
いかん！」と、どこを通ったらいいか改めて考え出した。
　その後の様子
　子どもがブランコをこぎ、その前を教師が通ると、「先
生、危ないよ！」という声があがった。そこで、どうすれ
ば良いかを尋ねると、「ブランコは止まらんね。」「後ろは
危ないから通ったらいかんね。」という声が聞こえてきた。
その後は、ブランコの周囲では遊ばないようになり、年少
児が通っていたら「危ないよ」と声をかけてあげる姿が見
られるようになった。
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実践事例2：園庭での三輪車遊び（5歳児クラス）
　年長児が三輪車に乗り、
勢いよくこいでいた。そ
こへ年少児が歩いてきて、
ぶつかりそうになった。
　
以前の教師の対応
・「危ないよ。」と注意する。
・遊ぶ場所や時間を決め
るなど、外遊びの環境
を見直す。
　研修後の対応
　担任教師は同じような場面を見かけたので、「年少さん
がたくさん遊んでいるね。」と声をかけた。
＊子どもの反応
　「小さい子は止まれないね。」「もうちょっと、僕たちが
スピード落とす。」「ゆっくり走る。」と年少児を気遣う様
子が見られた。
＊教師の対応
　良い気づきができた子どもたちを、しっかりと認めてほ
めた。保育室に戻ってからこの事例をクラス全員に話し、
みんなで遊び方について再考する時間を持った。
　その後の様子
　年少児が遊んでいると、三輪車のスピードを落としたり、
「危ないからこっちはだめだよ！」と呼びかけたりする姿
が見られた。また、気づかない子には「後ろに小さい組さ
んがいる！」と子ども同士で注意し合うなど、園庭での遊
び方が変化してきている。
（7）園内研修のまとめと課題
　今までは危険な遊びをしないための環境構成、危険の内
容の声をかけ、見守り、指示を出すことによって事故を未
然に防ぐことが安全教育であると考え保育をしてきた。園
内で事故を起こさないことを主流にした、物理的な環境づ
くりを中心にすると過干渉になってしまい、その結果とし
て主体性や自主性が育つ機会を逃してしまう。
　今回の保育実践を通して、人格形成の基礎時期である幼
児期に求められる安全教育とは、子どもの気づきや思考力・
判断力、伝え合い・話し合うことを通してなされるもので
あることに気づかされた。そのためには、子ども自身の生
きる力が育つための人的環境づくりも重視しなければなら
ないのではないかと思われる。
　そこでの学びは、私たちの安全教育の考え方を180度転
換して、指図・命令・禁止・許可による安全保育ではなく、『子
どもが伸び伸び育つ快の保育』を行うことによって、自ら
危険に気づき、判断していく子どもを育てる安全保育の充
実を図るという考えであった。
　しかし、実践事例の中でも見られたように、入園したば
かりの3歳児に対してや、子どもの発達状況によっては、
具体的な指示や教示を必要とする場合もある。その時に、
安全性を確保しながらも、子どもたちの気づきを引き出し
ていく教師の関わり方については、今後も掘り下げて考え
ていかなければならない。
　最後に園内だけでなく、園外においても連続的な安全教
育を実践していく上で、家庭との連携は欠かせない事項で
ある。Ｍ幼稚園では、行事やおたより等を通して、園の全
体的な取り組みを見ていただき、送迎時や個人懇談では、
子ども一人ひとりの成長や発達を伝え、保護者の喜びや不
安に共感することを大切にしてきた。今後は、この個別の
関わりをより一層重視し、園と家庭の双方から子ども自身
の主体性・自主性を育める安全な環境を構築していきたい
と思う。
6．園内研修の効果
　　「保育理念のコペルニクス的転回」
　今回、香川県私立幼稚園協会から研究園に指定され、平
成22年度には『安全教育』から保育環境の見直しを行った。
　筆者が平成22年度8月研修の後、2月に訪問した際、階
段の真ん中にはラインが引かれ、足形まで貼ってあった。
保育室はおもちゃが片づける箱が至る所に用意され、整理
整頓がきちんとなされていた。危ないおもちゃは職員室に
片づけられており、ヒアリ・ハットの成果は一目瞭然であ
った。
　教師の安全に対する意識は向上したが、反面、研究園と
いうプレッシャーなのか、教師の頭の中には絶えず『安全』
の2文字があり、子どもたちには指図・命令・禁止・許可
による管理保育が行われるようになったことに気づいた。
　また、安全教育とは、例えばヒアリ・ハットの環境を調
査し、その安全性を確保できれば良いと考え実施してきた
幼稚園が多かったが、それだけでは怪我や事故が減るわけ
ではないとわかったのである。
　そこで、平成23年度の園内研修のテーマを決める相談
を受けたときに、『安全教育』の平成22年度経過と報告を
受け、教師たちの疑問から新たな保育の在り方を考える機
会となるための園内研修を行ったのである。兵庫教育大学
名誉教授　原田碩三氏には『子どもが伸び伸び育つ快の保
育とは』というテーマで講義をしていただいた。
  教師たちは、原田教授の講義を通して、今までの保育に
関する概念や姿勢をコペルニクス的転回によって180度変
わることができた。正しい保育とは何か？と自分を追い詰
めていく考え方から子どもに意思決定させ、自主的自律的
に取り組ませる保育への転換が、安全教育の重要なポイン
トであることに気づかされたのである。
　研修後の実践事例から、教師の以前の対応と研修後の対
応を比較しながら、研修の理解を深め共有しようとしてい
ることが理解できる。
7．園内研修における外部講師の役割
 （1）園内研修の定着化
　毎年の決まった時期に園内研修があることは、担任はそ
の度に自分の保育の振り返りをすることになる。 日頃か
ら行事に追われ、忙しいスケジュールの中で動いている教
師が保育実践を外部講師に評価してもらうことは大きな負
担であろう。しかしながら、外部講師が来て保育を見られ
ることによって日々の保育を見直し、リセットする良い機
会となる。
　また、他のクラスの保育を見る機会は通常は取れないが、
研修会では午後の反省会で午前中に撮ったビデオを見なが
ら、保育の振り返りをし、他の教師からも意見を出し合う
事で学び合うことができる。
（2）保育の質の向上を図る　　　　　　　　　　　　　　
　保育のアイデアや工夫は、教師が日頃子どもたちとの関
わりの中から、子どもたちと共に生み出してくるものであ
る。しかしながら、実践者以外の者が客観的に見て気づく
こともある。
　大学からの外部講師は幼稚園教育要領や保育の理念に立
ち戻ってアドバイスすることができる。もちろん、保育実
践の反省会では本人が気づいていない点を指摘し保育の質
の向上を図る一助となる。今回の園内研修のように、担任
教師からの押しつけ指導ではなく、『子どもが自主・自律
的に育む安全教育』は自ら保育を行い、問題提起し、外部
講師に解決方法とその理念を教授していただき、また実践
に返していく、というように、自分の問題として関わって
いくことで保育理念が身についていくのである。
（3）園としての保育方針の共有
　職員会議等の話し合いで、日々の教師間の意見や考えの
すれ違いを調整し統一している。しかしながら、外部講師
の参加する園内研修は年間計画に組み込まれ、時間をきち
んと取り、教員全員が集うことができるので、幼稚園全体
の保育理念や保育の流れ、ルールや約束事などを再考し調
整する良い機会となる。更に、日々の保育での悩み事や疑
問点を園内研修の場に出すことによって共有し、アドバイ
スを受け解決することもできる。幼稚園における同僚性を
保つ手段としても良い。
（4）幼稚園の評価として
　幼稚園の第3者評価項目の1つに教員の研修がある。第3
者評価を受ける際に、外部講師による園内研修を定時実施
していることは評価の対象となる。また、保護者への対応
や啓蒙にも役立つことがある。幼稚園のＨＰや保護者への
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手紙を通して、幼稚園の理念や方針をしっかり伝えるため
の手段として用いることができる。
8．まとめと今後の課題
　外部講師が園内研修に関わることによって、保育に対す
る理念自体が大きく展開し向上するという機会に出会うこ
とができた。このような事例は絶えずあるものではない。
しかし教師たちは日々の保育に向き合いながら、保育に目
覚め、成長する瞬間がある。もちろんその多くは子どもた
ちから学ぶのであるが、教師が伸び悩むとき、外部講師が
客観的なアドバイスをすることによって、解決することが
あるのである。
　外部講師が幼稚園の問題点や日々の悩みをわからない中
で、助言指導することによって、適切な助言とならなかっ
たり、逆に落ち込んでしまう教師もいる。しかしながら、
園内研修の場を持つことは、自分の保育を自ら見つめ直し、
かつ他人に評価される厳しい場に身を置くことで自分の保
育がリセットされていくのだと考える。
　筆者が園内研修に参加する役割の多くは、教師自身が保
育の質的向上を目指し、学び合う参加型園内研修の場を提
供することにある。
　今後の外部講師が参加する際の課題として、園内研修は
その幼稚園の為の研修であるので、その園の今の実情と問
題に合った研修テーマを考案する。テーマは事前に園長、
主任、教員と良く打ち合わせて決めて保育実践に活かせる
ように指導助言していきたい。。
　また、保育経験年数によって、研修内容の質が問われる。
その点についても考慮していきたい。
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